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野菜大好きになってね！親子農業体験・自主防

災訓練等

野島農園《大門町１‐３‐１９・経営

主：野島貞夫(門前自治会会長)》に

て、

平成２２年７月１８（日）午前１０時

より午後２時頃まで、親子（家族）

ジャガイモ掘り農業体験を実施致しま

した。参加者約７０名参加致しまし

た。

(１)親子（家族）で共にジャガ

イモ畑で、手掘りして、土の中

から色々な大きさのジャガイモ

(品種：男爵)を収穫致しまし

た。

ジャガイモを手に取って見るこ

とにより、自然体で生命の不思

議な現象を学ぶことが出来たと

思います。

取ったジャガイモを、みんなで

手洗いし、セイロに入れ、薪を

使ったかまどで蒸しました。取

りたてで、自分たちで取った

ジャガイモは普段の味とは違っ

た美味しさを実感したと思いま

す。

また、地元のトウモロコシも蒸

して食べました。

ここで、ジャガイモの生い立ち

を説明させて頂きます。ジャガ

イモは、ナス科、ソラナム属

（塊茎（かいけい）を形成する

もの）です。

日本への最初の到来は、１６世

紀末（慶長年間）オランダ人に

より長崎にもたらされ、インド

ネシヤを経由したことから、

ジャワイモ、ジャガタライモと

呼ばれることになりました。原

産地は、アメリカ大陸（アンデ

ス産地）からチリ南部にて栽培

されていました。

男爵芋が、日本で栽培される

切っ掛けは、明治４０年頃、川

田竜吉男爵が導入したと言われ

ています。（（社）農山漁村文

化協会 野菜園芸大百科１３によ

る）

(２)自主防災訓練。ジャガイモ

掘り後、参加者を交えて、大野

孟氏より、災害時の非常食であ

るアルファ米の美味しい作り方

を実演致しました。

実演後、アルファ米の試食をし

ながら、防災講話をして頂きま

した。

特に、日頃からの防災の備えと

して、[1]防災発生時の心得を家

族で話し合う。[2]家具に転倒防

止器具を取り付ける等、家の中

の安全化（火を使う器具・設備

の点検）を図る。[3]非常時持ち

出し品をまとめて、持ち出しや

すい場所に置いておこく事等

の、誰でもできることを、徹底

して下さいと、参加者に依頼し

ました。

(３)輪投げ大会。参加した子供

たちが集まり、輪投げ大会を実

施。

それぞれ、輪を投げて、的に入

れるのをみんなが競い合いまし

た。

ゲームを通して自治会の子供た

ちと親の交流を図ることができ

ました。

親子の交流が、愛情ある子供が

育つ根源と思います。又、体験

をとうして、野菜好きな子供た

ちに成ってもらいたいと思いま

す。

帰りに、会員の農家が生産し

た、野菜をみあげに差上げまし

た。

最後に、今日、皆さんが、掘っ

たこの周辺の地の、歴史につい

て語ると、今から約４３０年前

（１６００）に、私の先祖が、

この地に住み着いた、自然環境

に恵まれた土地です。又、黒目

川が隣接し、裏庭の片隅より、

湧水が流れ出し、水質に恵まれ

て、水稲が作られて、美味しい

お米が生産されていました。私

の曾祖父は、この地で、お蚕を

手掛けて、都心へ運ぶために、

輸送手段を確保するために、今

から９５年前（１９１５）

武蔵野鉄道（現在：西武鉄道）

を、仲間（神藤家等）と一緒

に、近くに誘致したと言われて

います。

その恩恵を預かり、都心に出る

のに便利な地域になっていま

す。又、時代の流れで、今から

約４６年前（１９６４）、隣地

の水田の開発の構想が持ち上が

りました。そこで、母が自ら先

頭に立って、骨身を削って、町

おこしの

一環として、将来の地域の教育

環境を向上させる想いで、大蔵

団地

（公務員住宅）を誘致しまし

た。そのおかげで、今、この地

域の教育に対する親の思いが深

いため子供達が、共に学び、共

に遊び自然体で教え合う、良い

環境が出来ていると思います。

その結果、良い自然環境に恵ま

れた、この地で学んだ子供達

が、多方面で活躍している声を

聞くと、大変嬉しいです。

今回、役員、参加者のお母様、

実行委員長 島元理事の協力によ

り、ふれあい交流夏企画親子農

業体験を野島農園で開催出来た

ことを、感謝しています。又、

東京みらい東久留米駅前店よ

り、輪投げ大会の賞品を協力頂

き有難う御座いました。
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